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サハリン中部東海岸地域のレスのTL・OSL年代測定

TL and OSL dating of loess deposits sampled from the eastern coast of central Sakhalin,

Far East Russia 
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サハリン中部の東海岸地域に分布する最終間氷期，最終氷期極相および最終氷期晩期から完新世初頭に形成
されたと考えられる段丘面（M面，L 1面およびL 2面）を覆うレスをサンプリングした．レスは下位の段丘面ほど
薄くなり，その層厚はM面では5 0 c m，L 1面では2 0～4 5 c m，L 2面では2 0 c mである．レスの年代測定は微粒子法に
より行い，4 - 1 1μmの粒子を対象とした．被爆線量の推定には，T Lにはトータルブリーチ法，O S Lには付加線量法
を用いた．20～1280Gyのガンマ線を照射し，TL，OSL強度の成長曲線から各サンプルの被爆線量を求めた．

北緯5 0度2 1分から5 0度5 9分にかけてのサハリン中部の東海岸地域には，6段の河成段丘面（H 1～2面・M面・
L 1～3面）と2段の海成段丘面（M面・L 4面）が認められる．段丘面の分布と段丘面構成層のファシスから，M面，
L 1面，L 2面は，それぞれ最終間氷期（酸素同位体ステージ5），最終氷期極相（酸素同位体ステージ2），最終氷期
晩期から完新世初頭に形成されたと考えられる．

今回の調査では，M面の1地点，L 1面の2地点，L 2面の1地点，合計4地点において各段丘面を覆うレスをサンプ
リングした．

レスの層厚は下位の段丘面ほど薄くなる傾向が認められた．各段丘面を覆うレスの産状は以下の通りである．
M面では，層厚4 . 5 m以上の淘汰の良い海成砂礫層の上を層厚5 0 c mのレスが覆う．レスの下部3 0 c mは風化が進みシ
ルト質であるが，上部2 0 c mはやわらかくほとんど風化していない．サンプリングは上部の層準で行った．レスの
上を層厚2 0 c mの泥炭層が覆う．調査地域北部のL 1面では，層厚2 . 5 m以上の淘汰の悪い河成礫層の上を層厚4 5 c mの
レスが覆う．レスは団粒状構造を持ちやわらかく，ほとんど風化していない．上面から2 5～3 0 c mの層準をサンプ
リングした．レスの上を層厚2 0 c mの泥炭層が覆う．南部のL 1面では，層厚2 m以上の河成礫層の上を層厚2 . 5 c mの
フラッドロームが覆い，その上に層厚2 0 c mのレスが重なる．レスはやわらかくほとんど風化しておらず，下部
1 0 c mの層準をサンプリングした．レスの上を層厚2 0 c mの泥炭層が覆う．L 2面では，層厚1 0 m以上の河成礫層の上
を層厚2 0 c mのレスが覆う．レスの下部1 0 c mはやわらかくほとんど風化していないが，上部1 0 c mはやや腐植質で
上位の層厚20cmの泥炭層に漸移する．サンプリングは下部の層準で行った．

サンプリングの方法は以下の通りである．露頭面に黒いごみ袋をかざし，直射日光をさえぎる．露頭面に垂
直に約2 0 c m掘りこみ，こぶし状にレスをまとめアルミホイルで2重に包む．1地点でこれらのサンプルを2，3個採
取した．また，含水比の測定のために，チャックつきサンプル袋にレスを採取した．

レスの年代測定は微粒子法により行うこととし，Z i m m e r m a n ( 1 9 7 1 )に従って以下のような処理を行った．試
料に分散剤（ヘキサメタ燐酸ナトリウム+炭酸ナトリウム，2 % )を加え，ビーカー中の沈降速度の差（1 0 c mを沈降
するのに9 - 6 9分間）から4 - 1 1μmの粒子を取り出し乾燥させた．1 0 % H 2 O 2中で有機物を除去し，2 0 % H C lを用いて
C a C O 3を取り除いた．T Lの試料については，各サンプル8 1 m gと蒸留水の懸濁液を作り，蒸留水を満たしたビーカ
ーの底に並べた直径5 m mのアルミパンの中に均一に沈降させ乾燥した．O S Lの試料については，各サンプル8 0 m g
をアセトン8 0 c cに懸濁させ，表面にサンドペーパーで均一に傷をつけた直径1 c mのアルミ板8 0枚の上に1 c cずつ注
いで乾燥させた．

被爆線量の推定には，TLにはトータルブリーチ法，OSLには付加線量法を用い，20，40，80，160，320，640，
1280Gyのガンマ線を照射し，TL，OSL強度の成長曲線から各サンプルの被爆線量を求めた．年間線量の推定には，
DAYBREAK社製のアルファカウンターを用いた．

当日は，これらのレスのTL年代，OSL年代について報告する．


